
福井市　木田尋常小学校　1899（明治32）年

　

一
八
八
六
（
明
治
19
）
年
に
は

学
校
の
種
別
ご
と
に
学
校
令
を
制

定
し
、
「
小
学
校
令
」
が
公
布
さ

れ
、
小
学
校
を
尋
常
（
４
年
）と
高

じ
ん
じ
ょ
う

等（
４
年
）
の
２
段
階
と
し
た
う
ち

の
尋
常
小
学
校
を
義
務
教
育
と
す

る
義
務
教
育
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
九
〇
〇
（
明
治
33
）
年
に

は
、
授
業
料
が
廃
止
さ
れ
、
義
務

就

学
が
厳
し
く
規
定
さ
れ
る
こ

し
ゅ
う
が
く

と
で
、
就
学
率
は
急
速
に
高
ま
り

ま
し
た
。

　

当
時
の
授
業
内
容
と
し
て
尋
常

小
学
校
で
は
、
読
書
、
作
文
、
習

字
、
算
術
、
修
身
な
ど
が
あ
り
、

な
か
で
も
修
身
は
非
常
に
重
視
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
理
科
、
歴
史
、

地
理
等
は
、
高
等
小
学
校
で
習
う

科
目
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
今
の
音
楽
に
あ
た
る
授
業

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

就
学
率
が
向
上
し
、
教
育
が
普

及
す
る
明
治
期
に
は
、
様
々
な
教

科
書
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
「
学

制
」
発
布
当
時
の
教
科
書
は
、
国

が
編
集
し
た
も
の
に
加
え
、
『
小
し
ょ
う

學
讀
本
』
の
よ
う
に
欧
米
の
教
科

が
く
と
く
ほ
ん

書
の
翻
訳
書
や
、
寺
子
屋
等
で
使

ほ
ん
や
く

用
し
て
い
た
手
習
い
の
手
本
や
読

み
物
が
引
き
続
き
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
九
〇
三（
明
治
36
）年

「
小
学
校
ノ
教
科
用
図
書
ハ
文
部

省
ニ
於
テ
著
作
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

タ
ル
ベ
シ
」
と
定
め
、
い
わ
ゆ
る

国
定
教
科
書
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

『
尋
常
小
學
讀
本
』
は
、
教
科

書
国
定
化
の
第
一
歩
で
す
。
こ
の

教
科
書
で
は
、
子
ど
も
が
覚
え
や

す
い
カ
タ
カ
ナ
か
ら
先
に
学
習
し

ま
し
た
。
巻
一
の
冒
頭
が
「
イ
エ

・
・
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
通
称
「
イ

エ
ス
シ
読
本
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ス
シ
読
本
は
、
次
の
「
ハ
タ

タ
コ
読
本
」
に
か
わ
る
、
一
九
〇

九
（
明
治
42
）
年
ま
で
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

【
参
考
】
ま
な
び
や
第
30
号
参
照

教
科
書
の
歴
史
（
自
由
採
択
・
検
定

・
国
定
・
墨
塗
・
現
在
の
教
科
書
）

【
関
連
】
ま
な
び
や
第
68
号
参
照

学
校
制
度
が
始
ま
っ
て
一
五
〇
年


